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具体的には，例えば，〈文殊師利仏土荘厳経〉（T. Nos. 310 (15), 318, 319; D No. 
54）の後半部分（T. No. 310 (15), 11.349a以下）では「一相法門」に関して，また，
〈思益梵天所門経〉（T. Nos. 585, 586, 587; D No. 160）では鳩摩羅什訳「談論品」






学 Department of South Asian, Tibetan and Buddhist Studiesに置かれたプロジェクト
The Tibetan Manuscripts Project Vienna （TMPV）が作成したデータベース The 
Resources for Kanjur & Tanjur Studies（rKTs; https://www.istb.univie.ac.at/kanjur/rktsneu/
sub/index.php：2019年 9月 25日確認）を利用した．
【護】「正士品第一」，定方［1989:9］「第 1節　仏の集会」
ʼdi skad bdag kyis thos pa dus gcig na: *evaṃ māyā śrutaṃ ekasmin samaye.　大乗経典















行研究については Bongard-Levin [1996:90 n. 1], Tola and Dragonetti [1999] を参照の
こと。
rgyal poʼi khab: *Rājagṛha（MVy 4107）【讖】「羅閲祇」【護】「王舍城」【天】「王舍
城」
ri bya rgod kyi phung po: *Gṛdhrakūṭaparvata（MVy 4115）【讖】「耆闍崛山」【護】
「霊鷲山」【天】「鷲峯山」
brgya phrag phyed dang bcu gsum:この蔵訳文を直訳すると「半百（＝ 50）と 13」
となるが，ここでは *ardhatrayodaśaśatāniを誤解して訳出してしまったものと見て
おく。仏典で頻繁に見かけられる，比丘衆の数である *ardhatrayodaśaśatāni
（1250）は，MVyによれば，蔵訳では通常，stong nyis rgyas lnga bcuあるいは




mngon par shes pa mngo par shes pa: *abhijñābhijñāta. BHSD p. 51参照．
mi skye baʼi chos la bzod pa: *anutpattikadharmakṣānti（LCTSD 1786）
gnod sbyin: *yakṣa（MVy 3218）【讖】「閲叉」【護】「神」【天】「夜叉」
dri za: *gandharva（MVy 3219）【讖】「揵陀羅」【護】「犍沓和」【天】「乾闥婆」
lha ma yin: *asura（MVy 3220）【讖】「阿須輪」【護】「阿須倫」【天】「阿修羅」
nam mkhaʼ lding: *garuḍa（MVy 3222）【讖】「迦留羅」【護】「加留羅」【天】「迦樓羅」
mi ʼam ci: *kiṃnara（MVy 3223）【讖】「真陀羅」【護】「真陀羅」【天】「緊那羅」
lto ʼphye chen po: *mahoraga（MVy 3224）【讖】「摩休勒」【護】「摩休勒」【天】「摩
睺羅伽」
定方［1989:11］「第 2節　文殊師利の集会」





















































































衆の菩薩の一人として名を連ねている（BHSD s.v.参照）。『兜沙経』（T. No. 280）
とその異本（T. Nos. 281, 282），および『六十華厳』と『八十華厳』においても，
*Jñānaśrīに相当する「惹那師利」「若那師利」「智首」といった菩薩名がみえ，文
殊に質問を投げかける重要な役割を果たしている。
tshogs bsags pa: *sambhṛta（Negi 4926）




薩」【天】「龍授菩薩摩訶薩」　*Nāgadattaについては〈龍施女経〉（T. Nos. 557, 




























経〉においてみられるほかは，VkN Ch. VIII §27などにも確認できる。ちなみに，
〈華厳経〉では，Padmaśrīgarbhaのように，後分を *-śrīgarbhaとする菩薩名が複数
確認できる。






lan du bya ba ma yin paʼi:この箇所は難解である。lanに関しては種々の意味が考
えられるが【讖】「不求復」を参考にして，「見返り」「報償」という意味に解する。




pad ma bla maʼi dpal: *Padmottaraśrī.【讖】「波頭師利」「蓮華具足菩薩」【護】「蓮首
菩薩」（*Padmaśrī）【天】「最上蓮華吉祥菩薩」（*Padmottaraśrī）　【護】から推測され















菩薩もまた Gaṇḍavyūha, Daśabhūmikaの冒頭に登場する（BHSD s.v.参照）。蔵訳と
【天】より推測される，*Padmaśrīsaṃbhavaについては他例未詳。
ʼjig rten kyi chos: *lokadharma.【讖】「欲」【護】「世法」【天】「世間法」　後続箇所
でも列挙されるように，「世間法」は通常八法を数え，lābha, alābha, yaśas (Pa. 
yasas), ayaśas (Pa. ayasas), nindā, praśaṃsā (Pa. pasaṃsā), sukha, duḥkhaである。MVy 
2341-2348, PTSD 587b, BHSD 464a, AKBh p. 199など参照。










【天】「持世菩薩」　蔵訳 skye boより *jagatīと推測することは難しいものの，MVy 
728では *Jagatīṃdharaが菩薩の名号のひとつとしても挙げられているので，ここ








蔵訳の gnyis su med paに関しては，MVy 1717によれば，*advayaに対応すると考え
られ，「二つとないこと」「だだひとつの」「不二」という意味になるが，ここでは
上記の漢訳二本を参考に「2人でなく」と訳出する。
yongs su thob bar bya ba: *pariprāpayitavya（Negi 5952）　*pariprāpayatiに関しては
BHSD 327b参照。









tadyathā kāśyapa iyaṃ mahāpṛthivī sarvasatvopajīvyā nirvikārā niṣpratikārā. evam eva 
kāśyapa prathamacittotpādiko bodhisatvo yāvad bodhimaṇḍaniṣadanā tāvat 
sarvasatvopajīvyo nirvikāro niṣpratikāro bhavati. tatredam ucyate.
pṛthivī yathā sarvajanopajīvyā pratikāra nākāṃkṣati nirvikārā.
citte tathādye sthita bodhisatvo yāvan na buddho bhavitā jinottama.
anuttarā sarvajanopajīvyo pratikāra nākāṃkṣati nirvikāro.























lag na rin chen: *Ratnapāṇi（MVy 655）【讖】「羅陀波尼」「宝願菩薩」（*Ratnapraṇidhāna）
【護】「宝掌菩薩」【天】「宝手菩薩」　菩薩名として比較的広くみられる *Ratnapāṇi
は，Saddharmapuṇḍarīkaをはじめ，VkN,〈文殊師利仏土荘厳経〉（T. Nos. 310 (15), 
318, 319; D No. 59）〈如来蔵経〉（T. Nos. 666, 667; D No. 258）〈思益梵天所門経〉（T. 
Nos. 585, 586, 587; D No. 160）〈虚空蔵経〉（T. Nos. 397 (8), 404; D No. 148）などに
も現れる。それらの典籍の多くでは，次節の *Ratnamudrāhastaと併記される。













lag na rin chen phyag rgya: *Ratnamudrāhasta（MVy 656）【讖】「羅陀牟訶多」「宝
印手菩薩」【護】「宝印手菩薩」【天】「宝印手菩薩摩訶薩」　*Ratnamudrāhastaは，
注 48で述べたように，前節で登場した *Ratnapāṇiと共に言及されることが多い。





















ngang tshul ngan pa: *duḥśīla（Negi 932）
蔵訳のこの箇所での「あらゆる衆生」は，【讖】【護】それぞれでは「一切諸法」
「一切法」が対応する。
seng geʼi blo gros: *Siṃhamati.【讖】「私訶末」「師子意菩薩」【護】「師子意菩薩」【天】
「師子意菩薩摩訶薩」　BHSD s.v.にあるように，*Siṃhamatiは Lager Sukhāvatīvyūha
や〈般舟三昧経〉（T. Nos. 416, 418; D No. 133）などでは過去仏の名称としてみられ
る。菩薩名としては〈悲華経〉（T. Nos. 157, 158）『大宝積経』「優波離会」（T. Nos. 
310 (24), 325; D No. 68）『同』「宝髻菩薩会」（T. No. 310 (47); D No. 91）等に確認で
きる。また，VkN Ch. VIII §10でも菩薩として登場して，有漏と無漏に関する教説
を説く。
【護】では，本節のここまでの項目をまとめて「斯則仏慧」とする。















・『文殊師利仏土厳浄経』（T. No. 318, 11.895c）「師子歩雷音菩薩」（＝【護】の
訳語と同一）；*Mañjuśrībuddhakṣetraguṇavyūha (D No. 59, 281b5): seng geʼi 
rtsal gyis mngon par bsgrags paʼi sgra: *Siṃhavikrāntābhigarjitasvara
・『聖善住意天子所問経』（T. No. 341, 12.115c）「師子遊歩雷音菩薩」；*Susthi-
mamatidevaputraparipṛcchā（D No. 80, 235b1）: seng ge ltar rnam par gnon pas 























nam mkhaʼi mdzod: *Gaganagañja（MVy 700）【讖】「加那迦闍」「紫磨金色菩薩」【護】
「虚空蔵菩薩」【天】「虚空蔵菩薩摩訶薩」　蔵訳やその他の漢訳より推測される
*Gaganagañjaについては，〈虚空蔵菩薩所問経〉（T. Nos. 397 (8), 404; D No. 148）で
活躍する菩薩として広く知られ，Lalitavistaraや VkNなどにも確認できる。BHSD 
s.v.参照。




【讖】では maitrīと upekṣāに関する記述がなく，【護】および【天】では upekṣāに
関する記述は確認できない。
以上は六波羅蜜の各項目について述べたものである。ちなみに〈虚空蔵菩薩所門
経〉（T. No. 397 (8) 13.96aff/ T. No. 404 13.616cff）でも同様に，六波羅蜜が虚空と等
しいことが詳説されている。








byang chub sems dpaʼ sems bskyed pa gang la / bdud sdig can gyis glags rnyed pa 
dang / de bzhin gshegs pa mi mnyes par ʼgyur ba dang /lha rnams mi dgaʼ bar ʼgyur 
baʼi sems bskyed par mi byaʼi / sems bskyed pa gang la / bdud sdig can gyis glags mi 
rnyed pa dang / de bzhin gshegs pa mnyes par ʼgyur ba dang/ lha rnams dgaʼ ba 
dang / bdag gi dge baʼi rtsa baʼi phyags ʼbri bar mi ʼgyur baʼi sems bskyed par bya 
ste / de ltar zhugs pa deʼi sems bskyed pa thams cad chos kyi ʼkhyor lo bskor ba yin 
no（Pāsādika［1989:94］）
sems bskyed pa: *cittopada（LCTSD 2429）



















de bzhin gshegs paʼi byang chub kyang ma skyes pa「如来のさとりも生じないこと」　
この一節は漢訳諸本には対応が見られず，蔵訳にのみ確認できる特有の表現である。






tshig gi rab tu tha dad pa shes pa thams cad:蔵訳では thams cad「すべて」はその前
の部分全体を修飾しているようにみえる。それでは意味がはっきりしないので，こ
こでは tshig gi rab tu tha dad pa「語句の区別」のみを修飾しているとみなして訳出
した。
spobs paʼi phung po: *Pratibhānakūṭa（Cf. MVy 703）【讖】「波啻盤拘利」「楽不動菩
薩」【護】「弁積菩薩」【天】「弁積菩薩」　*Pratibhānakūṭaは VkN Ch. I §4でも菩薩
名として確認できる。また，本経第 II章では文殊や化仏と問答を交わす菩薩とし
て再び登場する。拙訳［2017］参照。
blo gros rgya mtsho: *Sāgaramati.【讖】「沙竭末」「海意菩薩」【護】「海意菩薩」
【天】「海意菩薩」*Sāgaramatiは Sāgaramatiparipṛcchā〈海慧所問経〉（T. Nos. 397 




tadyathāpi nāma kāśyapa nānādigvidikṣu mahānadīṣv āpskandho mahāsamudre 
praviṣṭaḥ sarvam ekaraso bhavati yad uta lavaṇarasaḥ（KP p. 21）
「カーシャパよ，またたとえば，諸所方々の諸大河の大量の水も，大海には
いると，すべて塩辛いという一味のものとなる」（長尾・桜部訳［2003:44］）
類似した譬喩は〈賢劫経〉（T. No. 425; D No. 94）および〈宝筺経〉（T. Nos. 461, 
462; D No. 117），〈除蓋障菩薩所問経〉（T. No. 489; D No. 231），〈思益梵天所問経〉
（T. Nos. 585, 586, 597; D No. 160）などにも確認できる。下田［1993:229］参照。
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